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令和３年度事業計画 

区 分 事業名 実施時期 対象･人員 取 組 目 標 及 び 内 容 

 
 

地域の課題

解決、地域振

興及び住民

交流に関す

ること。 

（1）集落町内会事業の取り組み 

 

1 ふれあい災害
避難訓練（牛屋） 

10月24日 
集落全体 
100人 

事業目標：災害時の避難方法等の確認及び避難訓
練や避難所での過ごし方体験をするこ
とで、いざという時にどのように行動
をすればよいかを知識を習得する。 

事業内容：災害発生放送から、旧平林中学校への
避難完了までの行動、避難経路、避難
困難者等の確認や炊き出し訓練を行
う。 

 

2 収穫祭（福田） 10月10日 
集落全体 
100人 

事業目標：集落区民同士の親睦を深める。 

事業内容：コロナ禍の中で集落の活気を取り戻す
ため収穫祭を開催し、親睦を深めるた
めの企画を計画する。 

 

3 活性化景観事
業（北新保） 

４月 
集落全体 
50名 

事業目標：桜ライトアップでの景観向上による集
落活性化 

事業内容：20年以上続けている観桜会の照明設備
を更新することにより、景観向上と区
民が楽しめる観桜会ができるように取
り組む。 

 

4 区周辺の環境
整備（赤松） 

８月 
集落全体 
50人 

事業目標：環境活動を通して、地域への関心と住
民同士の交流を深める。 

事業内容：集落内のごみ拾いと公園の草取りを行
い、地域住民の交流を図ります。 

5 区周辺の環境
整備（長松） 

6月20日 
集落全体 
20人 

事業目標：墓地の流砂防止のため、龍の髭を植栽
し、生活環境を改善し、住民同士の親
睦を図る。 

事業内容：集落墓地の法面に龍の髭を植栽するこ
とで、降雨による流砂を食い止め、集
落墓地の環境整備に努める。 

 

6 塩谷元気事業 
（塩谷） 

5月～1月 

集落全体 
1.150名 
2.300名 
3.100名 

事業の目標：1.塩谷海岸及び周辺施設を守り整備
する。2.七夕及び塞ノ神を老若男女、
力を合わせ守る。3.健康及び介護予
防の意識の向上を図る。 

事業内容： 1.海岸整備及び周辺施設整備（5月～1
0月実施予定）、2.七夕・塞ノ神（7月・
1月）3.健康講座、介護予防講座（7月
～8月実施予定） 
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区 分 事業名 実施時期 対象･人員 取 組 内 容 

 

(2) 砂山地域事業の取り組み 

 
1 お幕場クリー
ン作戦 

9月26日 
(日) 

砂山地域 

お幕場クリーン作戦を継続し、砂山地域の大切な
財産であるお幕場の美しい景観を守っていく取り
組みを行う。 

2 花いっぱい事
業 

植栽日 
5月16日 
(日) 

砂山地域の観光資源である大池に、冬以外の季節
も地区内外から多くの人が訪れてもらえるよう、
シバザクラの苗を植栽する。 

3 地域連携事業 通年 
自主防災組織等と連携して、地域防災活動を推進
する。 

4 小中学校との 
連携事業 

5月・10月
・平林まちづくり協議会と連携し、平林小学校の
事業への協力を行う。 

・神林中学校の事業への協力を行う。 

(3) 研修会の開催 

 1 支え合い研修 通年 
神林地区生
活支援協議
体 

・集落支援員や神林地区生活支援協議体等と連携
して、支え合いの地域づくりを推進する。 

 
2 まちづくり活
動推進研修 

2月 
まちづくり
協議会運営
委員 

小･中学校の統合により、地域間の連携を図ってい
くことを目的に、神林の5地域における協議会の運
営委員合同の研修及び情報交換を行う。 

 
3 関係人口創出 
・拡大事業 

通年 
実行委員会 
【別組織】 

人口減少、少子高齢化が加速するの中で、今ある
地域の財産を見つけ、育み、引継ぎそして、地元
出身者や、神林にゆかりのある方、神林に興味の
ある方を関係人口として関係性を築くことで、地
域の活性化に結び付ける取り組みを行う。 

 
4 集落課題取組
事業 

通年 関係集落 

集落の直面する課題に対し、区、各種団体など、
２以上の団体がそれぞれの課題を共有し、知恵を
出し合い、支え合いの精神のもと、協力して解決
策を考える取り組みを行う。 

(4) 神林地区敬老会への参画 

 

1 神林地区敬老
会への参画 

6月19日 
(土) 

砂山地域対
象者 

敬老会参加者の支援を行う。 

 

 


